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【配置・動線計画①現況】
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【配置・動線計画②新施設建設中】
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【配置・動線計画③新施設建設中】
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【配置・動線計画④新施設稼動/最終形】
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0.1以下

10以下

50以下

10以下

0.01以下

新施設
自主規制値
（案）

1以下1以下
（焼却能力2～4t/h）ng-TEQ/m3

Nダイオキシン類

25以下430以下※2ppm塩化水素（HCl）

150以下250以下ppm窒素酸化物（NOx）

30以下（105程度）ppmいおう酸化物
（SOx）

0.03以下0.08以下
（焼却能力2～4t/h）g/m3

Nばいじん

現施設
自主規制値

法規制値※1

（大気汚染防止法等
）

単位項目

テーマ1. 安全で安定的なごみ処理施設と煙突（１）

○25年前、その当時の厳しい排ガス規制値を設定したが、新施
設において、さらに厳しい全国トップレベルの自主規制値を
設定する。

【煙突高さの検討】
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テーマ1. 安全で安定的なごみ処理施設と煙突（２）

○煙突高さと拡散シミュレーション（100m/80m/59m/55m/50m/45m/40m）

0.000056
地上における

最大付加濃度

(ppm)

約2.3km距離

59m煙突高さ

■排出濃度：10ppm
地上における最大付加濃度の比較表

■排出濃度：30ppm 【参考：現クリーンセンター】
地上における最大付加濃度の比較表

＊『窒素酸化物総量規制マニュアル』に基づきプログラムされた計算ソフト「環境予測プログラムシリーズ固定発生源
大気汚染 長期濃度予測プログラム」（システム環境計画コンサルタント（株）⇒現社名（株）総合環境計画）を使用。

約3.1km

0.000013

0.000012

80m

0.0000380.0000330.0000290.0000250.0000220.000006
約2.3km地点に
おける

付加濃度（ppm)

約4.0km

0.000007

100m

0.0000410.0000350.0000290.0000250.000022最大付加濃度

(ppm)
約2.1km

55m

約1.8km

50m

約1.7km

45m

約1.5km約2.3km距離

40m59m煙突高さ

■ 現状の関前局における窒素酸化物や硫黄酸化物

等の数値（0.003ppm）は、環境基準（0.04ppm）に対し

て十分低い数値である。さらに拡散シュミレーションの

数値は実測できないレベルの数値であり、関前局に影

響を及ぼす数値になっていない。
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テーマ２．環境にやさしい施設づくりと煙突（１）

約5.8億円（基礎工
事、内筒・外筒新設、
仮設煙突、仮設足
場）＋既存解体費
約1.5億円＋仮設
煙突0.5億円

約2億円（基礎工事、
内筒・外筒新設一
体工事、仮設足場）
＋既存解体費約
1.5億円

約2.5億円（基礎工
事、内筒・外筒新設、
仮設足場）＋既存
解体費約1.5億円

約1.5億円（内筒交
換、耐震補強、仮設
足場）

コスト

○解体を行わないことにより、より「エコ」な煙突とできる。

○新設でないため、他に比べコストが抑えられる。

○工事中の動線計画がスムーズに行える。

○煙道を最短経路とすることができる。（横配置⇒検討中）

△運転しながら、内筒交換、耐震補強が必要

①既存煙
突利用

59
m

○煙道を最短経路とすることができる。（横配置⇒検討中）

×工事計画上、配置ができない。

△現施設の運営に支障をきたすため、仮設煙突を設置した
うえで、既存施設解体後に、煙突新設する必要がある。

×コストが増大する。 ×既存煙突の解体が必要

新設（現
煙突南側
など）

100
m

○建屋配置に関係なく煙道を最短経路とすることができる。

○スペースを節約できる⇒デザインが難しい

△斜線制限に触れる可能性がある。⇒調査中

△建屋と一体の構造になるため、複雑な構造となる。

△コストは独立煙突より抑えられる。

×既存煙突の解体が必要

③新設建
屋と一体

○煙道を最短経路とすることができる。（横配置⇒検討中）

△工事計画上、配置が難しい。⇒工事計画上可能

×既存煙突の解体が必要

②新設独
立煙（現
煙突南側
など）

特徴場所高さ
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②59m新設煙突（独立）
（煙突直径6.0m・基礎16.0m）

①

②

○煙突配置、既存煙突再利用方法（案）

外筒の補強

基礎の補強
①59m既存煙突再利用

新施設建屋

テーマ２．環境にやさしい施設づくりと煙突（２－１）

新施設建屋

【既存煙突改修内容】
耐震補強（耐震性能1.25倍）
内筒の交換
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○既存煙突活用可能性

■足立清掃工場

■世田谷清掃工場

既存煙突の外筒部分を再利用した事例として、
世田谷清掃工場や足立清掃工場、他にも志木
地区衛生組合・富士見環境センター等がある。
⇒３R（リデュース・リユース・リサイクル）
推進の一環として、
煙突の内筒は老朽化しているため交換となる
が、外筒は改良・補強してリユースすること
も考えられる。

○既存煙突解体費用
・既存煙突の解体費用は、
約1.5億円であり、
解体撤去でコストをかけるよ
りも、改修によるリサイクル
が望ましいと考える。

テーマ２．環境にやさしい施設づくりと煙突（２－２）
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○高さ59ｍの建屋一体型煙突の施工方法

テーマ２．環境にやさしい施設づくりと煙突（３）

建屋一体型煙突を設置

新施設建屋

延岡市清掃工場
（煙突高さ 59m）
写真：市HPより

クリーンヒル宝満
（煙突高さ －）
写真：組合HPより

デザイン上の課題がある
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○高さ100ｍの煙突の施工方法

100mの場合
（煙突直径10.0m・基礎24.0m）

○100ｍの煙突の場合には、煙突基礎が大きいため、施工範囲が大きくなり、現クリーン
センターから灰・金属類の搬出を行うことが困難となる。また、新設建屋との一体化
は構造上難しい。この場合、仮設煙突を設置し、既存施設解体後、高さ100mの煙突を
設置する。

●
●

①既存煙突に仮設煙突
を設置

②既存建物を解体後、
新設の煙突を設置

テーマ２．環境にやさしい施設づくりと煙突（４）

新施設建屋
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現状（約59ｍ） 約100m

テーマ３．まちに溶け込む次世代型施設と煙突(1)

資料 モンタージュよる煙突高さの評価（１）

■パークタウン7階（高さ約20m）から

○この地域のシンボルとして、市民に親しまれる煙突

○この煙突高さ（59ｍ）、デザイ
ンは25年間の歴史を刻み、定着
した風景となりつつある。仰角
の検討においても大きな違和感
を与えない範囲にある。

○この煙突高さ（100
ｍ）は、仰角の検討
においても大きな違
和感を与える範囲に
ある。
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現状（約59ｍ） 約100m

資料 モンタージュよる煙突高さの評価（２）

■ふれあい広場中央

テーマ３．まちに溶け込む次世代型施設と煙突(2)


